

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































長 部 村 先 租 株 組 合 の 發 展
年 姻 韻數障 綱 資 産闘 惣 備 考
・839年1・・矧55両155両15両1谿 灘 轜
収盆 は他村質 入
地の受け戻 し,
土地改 良褒賞金,
善行者表彰 など
の費用 に充當
518411251125125
6.3・845【261・3・ い65
6.61846281140,186
9.3261・852t28い4・
(『先租株惣締高取調帳』による)
 
沚
會
教
育
家
と
し
て
の
大
原
幽
學
一
部
耕
地
の
共
同
化
が
勞
働
の
共
同
化
を
伴
な
う
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
は
不
明
だ
が
、
形
式
的
に
ほ
組
合
員
が
共
同
化
さ
れ
た
農
地
を
小
作
す
る
と
い
う
形
を
と
り
、
こ
の
小
作
料
が
組
合
の
牧
盆
と
な
っ
た
。
一
八
三
八
年
、
二
名
の
組
合
員
で
發
足
し
た
長
部
村
の
組
合
は
、
翌
年
か
ら
活
動
を
開
始
、
五
二
年
に
は
潰
れ
家
を
再
興
し
た
分
を
加
え
て
組
合
員
二
八
名
、
總
資
産
二
六
一
兩
に
達
し
た
。
新
規
加
入
に
よ
る
も
の
を
除
い
た
資
産
の
年
間
純
増
加
率
は
約
六
%
で
あ
る
が
、
こ
の
比
率
は
決
し
て
大
き
い
と
い
え
な
い
。
こ
の
ぺ
ー
ス
で
は
、
當
面
の
目
標
で
あ
る
一
株
分
の
資
産
百
兩
に
達
す
る
に
は
數
十
年
を
要
す
る
　
　
　
し
、
幽
學
が
組
合
の
最
後
の
目
標
と
考
え
た
「家
株
を
揃
へ
」
る
こ
と
i
組
合
員
の
財
産
の
均
等
化
も
、
容
易
に
實
現
さ
れ
そ
う
に
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
潰
れ
家
が
再
興
さ
れ
、
質
入
地
が
受
け
戻
さ
れ
る
な
ど
、
農
民
の
生
活
と
地
位
を
確
保
す
る
途
は
、
着
實
に
開
か
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
先
租
株
組
合
結
成
に
引
き
續
い
て
、
消
費
物
質
の
共
同
購
入
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
一
八
三
九
年
九
月
、
幽
學
は
江
戸
に
出
て
延
べ
一
〇
日
間
「
友
人
達
の
註
文
」
に
よ
る
買
い
一
〇
九
コ
　
物
を
し
て
い
露
・
こ
れ
が
恐
ら
く
共
同
購
入
の
始
め
で
あ
ろ
う
。
品
目
は
衣
料
品
、
食
器
、
藥
品
、
小
間
物
な
ど
の
外
、
曲箕
、
種
子
に
も
及
ん
だ
蓄
漁
そ
の
狙
い
が
・
必
要
品
婁
價
に
入
手
す
る
嘉
う
經
濟
的
利
盆
の
外
、
道
友
が
同
じ
品
を
使
う
こ
と
か
ら
生
じ
る
連
帶
感
の
育
成
、
贅
澤
品
使
用
の
抑
制
な
ど
、
道
徳
的
な
點
に
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
幽
學
の
農
民
指
導
は
さ
ら
に
、
一
八
四
〇
年
に
始
ま
る
農
業
技
術
の
指
導
、
四
一
年
以
降
の
經
營
計
書
化
の
指
導
な
ど
、
一
段
と
キ
メ
の
細
か
い
も
の
と
な
っ
て
行
く
。
彼
は
關
西
地
方
に
行
な
わ
れ
て
い
た
稻
苗
の
正
條
植
を
採
り
入
れ
、
淺
植
、
粗
植
を
奬
勵
し
、
先
　
け
　
進
的
技
術
の
普
及
に
努
め
た
。
し
か
し
購
入
肥
料
の
使
用
に
は
無
關
心
で
、
單
に
堆
肥
の
増
産
を
す
す
め
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
が
自
給
的
農
業
の
枠
内
で
の
生
産
力
の
増
強
を
狙
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
こ
の
地
方
に
適
し
た
商
品
作
物
を
見
出
し
難
か
っ
(
12
)
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
　
お
　
農
業
經
營
に
關
し
て
は
、
そ
れ
を
計
書
化
す
る
べ
き
こ
と
が
既
に
一
八
三
五
年
の
「
廻
文
」
に
お
い
て
も
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
一
　
ぜ
　
八
四
一
年
に
は
彼
の
指
導
で
「
仕
事
割
控
」
(罅
難
劒
)
が
作
ら
れ
、
長
部
村
で
は
耕
地
盞
や
交
換
分
ム
。
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
農
村
指
導
は
着
々
と
成
果
を
あ
げ
、
幽
學
自
身
も
先
租
株
組
合
は
「何
れ
後
に
は
唐
.
天
竺
ま
で
通
ず
る
事
に
違
い
な
い
(15J
)蓄
う
自
信
耄
っ
た
し
・
彼
の
指
導
下
の
農
民
の
生
活
高
上
し
て
行
っ
た
。
そ
し
て
天
四
八
年
(鞣
)長
部
村
は
村
互
同
「
追
々
立
直
り
・
潰
れ
百
攀
耄
娶
候
段
・
奇
特
の
儀
に
付
(蟄
と
い
う
蜑
で
領
主
(御
三
卿
の
一
た
る
清
水
家
)
か
ら
表
彰
鬘
け
た
.
村
方
の
「
立
直
り
」
は
、
領
主
の
立
場
か
ら
は
「御
年
貢
筋
は
御
觸
日
限
よ
り
も
早
く
上
納
」
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
が
、
租
税
の
早
期
完
納
が
可
能
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
毛
ち
ち
ん
農
民
生
活
の
安
定
が
あ
っ
た
。
一
八
三
七
年
、
幽
學
が
肚
會
敏
育
家
と
し
て
農
民
の
中
に
生
き
抜
く
決
意
の
も
と
に
書
い
た
連
中
誓
約
之
事
奥
書
に
い
う
所
の
「万
々
歳
も
家
名
を
全
く
す
　
り
　
る
種
匚
は
、
よ
う
や
く
芽
を
出
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
租
税
の
早
期
完
納
が
領
主
に
と
っ
て
ど
ん
な
に
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
と
も
、
農
民
の
立
場
か
ら
は
、
苛
酷
な
租
税
が
「家
名
を
全
く
す
る
」
上
の
大
き
い
障
害
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
か
っ
て
幽
學
は
、
租
税
負
擔
を
回
避
し
つ
つ
農
業
經
營
を
高
　
あ
　
め
て
行
く
途
を
、
耕
作
地
の
擴
大
で
は
な
く
、
進
ん
だ
技
術
と
多
量
の
勞
働
の
投
入
に
よ
る
反
當
收
量
の
増
加
に
求
め
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
地
力
の
高
い
耕
地
と
か
な
り
の
勞
働
力
を
保
有
し
て
い
る
上
.
中
層
農
民
向
き
の
方
法
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
狹
い
粗
田
を
乏
し
い
勞
働
力
で
耕
作
し
て
い
る
貧
農
に
と
っ
て
は
、
耕
作
地
の
擴
大
こ
そ
が
何
に
も
ま
し
て
望
ま
れ
る
所
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
必
然
的
に
年
貢
の
増
大
を
伴
な
う
。
こ
こ
に
租
税
負
擔
を
避
け
つ
つ
耕
地
を
擴
張
す
る
貧
農
向
け
の
方
法
と
し
て
採
り
上
げ
ら
れ
た
の
が
、
黍
地
の
開
拓
で
あ
っ
て
、
一
八
五
一
年
(饕
幽
學
の
指
導
下
に
、
長
部
村
の
隣
村
・
鏑
木
村
宿
内
に
開
拓
村
が
作
ら
れ
、
鏑
木
の
　
む
　
道
友
六
名
が
こ
こ
に
移
住
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
宿
内
の
開
拓
村
に
つ
い
て
今
一
っ
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
移
住
し
た
道
友
六
戸
が
、
宅
地
・
家
屋
・
耕
作
地
を
ほ
ぼ
均
等
に
配
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「家
株
を
揃
へ
」
る
と
い
う
先
租
株
組
合
の
理
想
は
、
こ
う
い
う
形
で
實
現
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
農
民
指
導
は
、
そ
れ
の
み
で
單
獨
に
行
な
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
常
に
性
學
の
指
導
と
結
合
し
て
展
開
さ
れ
た
。
農
民
に
直
接
の
利
盆
を
も
た
ら
す
農
業
技
術
や
經
營
の
指
導
を
、
性
學
の
指
導
に
よ
る
そ
の
意
識
の
向
上
と
結
合
し
て
行
な
っ
た
所
に
、
肚
會
教
育
家
と
し
て
の
幽
學
の
活
動
の
特
色
の
一
つ
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
性
學
の
指
導
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
方
法
が
、
性
學
講
釋
と
性
學
論
義
で
あ
る
。
性
學
講
釋
、
印
ち
性
學
の
講
義
は
、
『中
庸
』
『論
語
』
あ
る
い
は
彼
の
主
著
『微
味
幽
玄
考
』
な
ど
の
一
節
を
抜
き
出
し
て
、
生
活
上
の
問
題
と
結
び
つ
け
て
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
や
り
方
で
行
な
わ
れ
た
。
性
學
論
義
は
集
團
討
議
で
、
自
由
に
、
あ
る
い
は
特
定
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
討
議
を
通
じ
て
、
性
學
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
ざ
す
も
の
で
あ
つ
た
。
ま
た
「入
札
」
と
稱
し
瓧
會
教
育
家
と
し
て
の
大
原
幽
學
一
一
一
一
一
二
て
、
特
定
テ
ー
マ
に
對
す
る
各
人
の
意
見
を
筆
答
さ
せ
た
こ
と
も
あ
っ(紹
。
も
っ
と
も
講
釋
も
論
義
も
、
一
八
三
七
年
以
前
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
三
七
年
以
後
、
次
第
に
具
體
的
な
、
農
民
生
活
に
薯
し
た
も
の
髪
っ
て
い
菊
こ
の
よ
う
な
舞
内
容
の
變
化
が
・
聟
對
象
の
變
化
上
暦
農
民
か
ら
蔓
を
含
茎
農
民
へ
の
擴
大
に
照
應
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
性
學
指
導
に
關
し
て
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
成
年
男
子
の
み
で
な
く
、
婦
人
・
見
童
の
指
導
に
力
が
注
が
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
　
　
　
る
。
「家
内
一
っ
に
和
す
る
」
こ
と
こ
そ
が
家
の
永
續
の
基
礎
だ
と
考
え
た
幽
學
は
、
家
ぐ
る
み
の
指
導
を
重
覗
し
た
。
そ
し
て
『女
の
、心
得
』
『
孕
恣
得
方
』
な
薦
人
向
き
の
薪
を
壼
畧
、
婦
人
集
會
、
墨
籌
(騒
籍
と
)
な
ど
を
偐
て
い
㌔
)
幽
學
の
活
動
の
成
果
が
上
る
と
と
も
に
道
友
の
數
も
増
加
し
た
。
も
と
も
と
彼
は
一
定
の
住
居
を
定
め
ず
、
道
友
の
家
々
を
巡
回
し
て
指
導
に
當
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
一
八
四
〇
年
、
長
部
村
の
遠
藤
伊
兵
衛
、
良
左
衛
門
父
子
は
自
宅
裏
山
の
八
石
に
集
會
所
を
建
て
て
性
學
指
導
の
セ
ン
タ
ー
と
し
、
四
二
年
に
は
こ
れ
を
改
築
し
て
幽
學
の
居
宅
兼
講
堂
と
し
た
。
し
か
し
道
友
の
増
加
に
よ
っ
て
手
狹
霎
な
っ
た
の
で
、
五
・
年
(
嘉
永
三
年
)
間
・
七
間
、
奥
行
五
間
の
鑾
、
い
わ
ゆ
る
「改
心
樓
」
が
、
道
友
の
寄
附
と
勞
力
奉
仕
に
よ
っ
て
新
築
さ
れ
た
。
・、
の
間
幽
學
は
、
か
っ
塵
か
八
か
月
で
教
化
を
打
ち
切
っ
た
信
州
へ
再
び
赴
い
て
指
導
を
再
開
(欺
四
)、
以
　
ぬ
　
後
五
〇
年
ま
で
ほ
と
ん
ど
毎
年
信
州
を
訪
れ
て
い
る
。
旅
の
風
流
師
か
ら
瓧
會
教
育
家
へ
の
轉
回
を
試
み
て
以
來
十
餘
年
、
彼
の
努
力
は
北
總
と
信
濃
の
地
に
お
い
て
、
よ
う
や
く
報
い
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
註
(1
)
弘
化
四
年
一
〇
月
二
五
日
付
、
本
多
元
俊
宛
書
翰
(『
全
集
』
六
二
六
ペ
ー
ジ
)
(2
)
千
葉
縣
内
務
部
編
『
大
原
幽
學
』
二
三
ニ
ペ
ー
ジ
。
高
倉
テ
ル
『
大
原
幽
學
』
一
ニ
ペ
ー
ジ
。
(3
)
『
爲
取
替
置
一
札
之
事
』
(『
全
集
』
二
六
四
ペ
ー
ジ
)
(4
)
嘉
永
元
年
九
月
二
八
日
付
、
小
諸
道
友
宛
書
翰
(『
全
集
』
七
四
五
ペ
ー
ジ
)
(5
)
例
え
ば
長
部
村
の
組
合
員
は
全
村
二
五
戸
の
内
一
一
名
、
荒
海
村
の
組
合
員
は
僅
か
五
名
で
あ
っ
た
。
(6
)
『
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
』
(『
全
集
』
二
六
九
ペ
ー
ジ
)
(7
)
中
井
信
彦
『
大
原
幽
學
』
一
一
六
ペ
ー
ジ
。
(8
)
『
義
論
集
』
四
(『
全
集
』
八
五
〇
ペ
ー
ジ
)
(9
)
『
性
學
日
記
』
お
よ
び
『
道
の
記
』
巻
二
、
天
保
一
〇
年
九
月
一
二
日
以
下
(『
全
集
」
四
八
五
ペ
ー
ジ
・
五
六
二
ペ
ー
ジ
)
(10
)
千
葉
縣
内
務
部
編
『
大
原
幽
學
』
二
六
九
ペ
ー
ジ
。
飯
田
傳
一
『
大
原
幽
學
の
事
蹟
』
一
一
〇
ペ
ー
ジ
。
(1
)
『
聞
書
集
』
・一
の
巻
(『
全
集
』
八
五
七
～
八
五
九
ペ
ー
ジ
)
(21
)
當
時
の
下
総
に
は
、
野
田
の
醸
造
マ
ニ
フ
ァ
ク
チ
・
ア
が
榮
え
て
い
た
が
、
原
料
の
大
豆
・
小
麦
は
常
陸
・
相
模
か
ら
移
入
さ
れ
て
お
り
'
地
域
の
農
業
と
は
結
び
つ
き
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、
明
治
以
降
に
お
い
て
さ
え
も
、
こ
の
地
方
に
導
入
さ
れ
た
商
品
作
物
(棉
・
茶
・
桑
)
の
裁
培
が
失
敗
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
適
當
な
商
口瑠
作
物
を
見
出
す
こ
と
は
、
幽
學
に
と
っ
て
も
不
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
(千
葉
縣
農
地
制
度
史
刊
行
會
『
千
葉
縣
農
地
制
度
史
』
上
巻
、
五
五
〇
ペ
ー
ジ
)
(13
)
『
殘
す
言
の
葉
集
』
(『
全
集
』
三
一
ペ
ー
ジ
)
(14
)
千
葉
縣
内
務
部
編
『
大
原
幽
學
』
二
七
二
ペ
ー
ジ
。
(15
)
『
聞
書
集
』
二
の
巻
(『
全
集
』
八
八
二
ペ
ー
ジ
)
(16
)
『
差
上
申
御
請
書
之
事
』
(『
全
集
』
二
七
一
ペ
ー
ジ
)
(17
)
『
連
申
誓
約
之
事
』
(『
全
集
』
三
八
ペ
ー
ジ
)
(8H
)
當
時
の
年
貢
賦
課
は
、
定
免
取
に
よ
る
の
が
叢
で
あ
っ
た
か
ら
、
反
収
の
増
加
は
年
貢
の
覆
と
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
・
(『
殘
す
言
の
葉
集
』
、
『
全
集
』
三
二
ペ
ー
ジ
)
(19
)
「
開
拓
記
念
碑
」
(飯
田
傳
一
『
大
原
幽
學
の
事
蹟
』
=
一
五
ぺ
ー
ジ
)
(20
)
こ
の
論
義
や
入
札
の
記
録
が
『
義
論
集
』
四
巻
で
あ
る
。
(.-　
2
)
例
.冗
ば
入
札
9
ア
ー
マ
に
し
て
も
、
一
ハ
三
七
年
を
堺
に
、
「盞
・
精
携
可
渣
「
大
畏
条
旦
部
の
虫愚
味
」
な
ど
比
欝
鑁
貔
も
の
耐
會
警
家
と
し
て
の
大
源
幽
學
コ
三
一
一
四
か
ら
・
「
家
存
續
の
規
財
」
と
い
う
よ
う
な
具
體
的
闘
題
に
變
っ
て
い
る
。
(2
)
『
分
相
應
』
(『
全
書
』
一
四
七
ペ
ー
ジ
)
(23
)
婦
人
集
會
は
天
三
八
年
(『
秦
』
四
七
七
ぺ
↓
)
、
児
葦
會
は
尺
四
一
年
(『
葦
』
六
・
七
ペ
ー
ジ
)
そ
れ
ぞ
れ
始
め
ら
れ
た
。
(24
)
『
信
陽
道
の
記
』
(『
全
集
』
五
八
五
ペ
ー
ジ
以
下
)
四
彈
壓
と
犠
牲
漏
ち
覆
る
L
蓬
豐
が
常
篷
友
た
ち
に
教
え
た
所
で
あ
震
、
黠
警
家
乞
て
の
彼
の
活
動
そ
の
も
の
が
、
皮
肉
に
も
こ
の
教
え
の
儘
の
運
命
を
辿
っ
た
。
改
心
褸
完
成
の
翌
年
、
そ
し
て
鏑
木
村
宿
内
の
開
拓
村
が
成
っ
た
そ
の
年
、
師
ち
彼
の
活
動
が
;
の
ピ
↓
篷
し
た
天
丕
窪
驟
)
四
月
、
彼
及
び
道
友
た
ち
は
突
然
幕
府
の
彈
壓
を
受
け
、
彼
が
互
年
間
精
魂
を
打
ち
込
ん
だ
肚
會
教
育
の
事
業
は
、
ほ
と
ん
ど
濱
滅
的
な
打
撃
を
こ
う
む
っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
毫
・
彼
の
蒭
が
塞
さ
れ
た
の
は
・
實
は
・し
の
時
叢
初
で
は
な
い
.
す
で
に
一
八
三
九
年
(天
保
一
〇
年
)、
長
沼
村
道
友
た
ち
が
領
主
稻
葉
丹
後
守
の
大
森
の
役
所
か
ら
他
村
止
め
の
處
罰
を
う
け
、
性
學
の
學
習
を
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
理
由
は
e
性
學
が
邪
宗
薪
ら
わ
し
い
こ
と
、
口
新
規
の
説
で
あ
る
こ
と
、
日
先
租
株
組
ム
ロ
を
結
成
し
て
耕
地
の
共
同
化
を
は
か
っ
な
」
と
、
の
三
點
で
あ
つ
溺
四
こ
の
内
e
は
誤
解
又
は
曲
解
に
す
ぎ
ぬ
が
、
tl
1i
は
彈
壓
の
理
由
に
な
り
得
た
と
思
わ
れ
る
。
性
學
が
新
規
の
説
で
あ
る
と
い
う
の
は
・
幽
學
自
身
が
語
る
所
に
よ
れ
ば
彼
が
『中
庸
』
の
「
天
命
之
謂
性
」
の
「
之
」
を
「
ゆ
く
」
と
訓
じ
た
こ
と
を
指
す
ら
し
い
・
こ
の
訓
は
全
く
幽
學
獨
自
の
も
の
で
、
先
述
の
『
易
釐
の
思
想
に
基
づ
い
て
い
る
に
し
て
も
、
,し
の
訓
讀
そ
の
も
の
に
直
接
の
典
據
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
從
っ
て
封
建
的
統
制
を
支
え
る
新
儀
停
止
の
原
則
に
明
白
に
違
反
し
、
彈
壓
の
理
由
と
な
り
得
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
訓
讀
自
體
が
領
主
や
幕
府
に
實
害
を
も
た
ら
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
彈
壓
の
最
大
の
理
由
は
や
は
り
先
祀
株
組
合
に
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
先
租
株
組
合
は
前
述
の
如
く
、
農
民
の
没
落
を
防
ぎ
、
そ
の
生
活
と
地
位
の
安
定
を
目
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
農
民
の
生
活
の
安
定
が
年
貢
の
収
取
を
容
易
に
す
る
限
り
で
は
、
幕
府
・
領
主
に
よ
っ
て
歡
迎
さ
れ
こ
そ
す
れ
、
決
し
て
彈
壓
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
農
民
生
活
の
安
定
が
、
耕
地
の
共
同
化
を
通
じ
て
は
か
ら
れ
た
と
い
う
點
で
封
建
的
土
地
制
度
と
は
根
本
的
に
相
容
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
先
租
株
組
合
が
彈
壓
の
理
由
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
點
に
關
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
幽
學
自
身
が
こ
の
こ
と
を
ど
れ
だ
け
明
確
に
つ
か
ん
で
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
彼
は
む
し
ろ
、
組
合
が
無
届
け
で
結
成
さ
れ
た
た
め
に
彈
壓
を
招
來
し
た
と
判
斷
し
、
長
部
や
荒
海
の
先
祺
様
組
合
が
認
可
申
請
手
続
を
取
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
兩
組
合
は
、
先
述
の
如
く
相
次
い
で
公
認
さ
れ
、
長
部
村
は
表
彰
を
受
け
さ
え
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
實
は
、
幽
學
の
判
斷
の
正
し
さ
を
立
證
す
る
か
に
見
え
た
。
彼
は
・し
・つ
し
て
、
右
つ
彈
壓
の
恐
れ
は
な
い
と
の
確
信
耄
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
天
四
七
年
(剛
靴
)
に
は
、
　
ヨ
　
長
沼
の
道
友
・
本
多
元
俊
に
封
し
、
組
合
を
再
建
し
て
公
認
を
申
請
す
る
よ
う
強
く
す
す
め
て
さ
え
い
る
。
し
か
し
こ
の
確
信
が
甘
か
っ
た
こ
と
は
、
一
八
五
一
年
の
彈
壓
に
お
い
て
や
が
て
明
白
と
な
る
。
こ
の
彈
壓
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
關
東
取
締
配
下
の
手
先
等
五
名
が
、
同
年
四
月
改
心
樓
に
亂
入
し
た
事
件
で
あ
る
。
亂
入
し
た
手
先
が
博
徒
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
事
件
は
在
來
の
解
釋
で
は
、
幽
學
の
指
導
下
の
農
民
が
博
奕
な
ど
に
手
を
出
さ
な
く
な
っ
た
の
を
恨
ん
だ
博
徒
た
ち
が
暴
力
沙
汰
に
及
び
、
彼
ら
と
ぐ
る
に
な
っ
て
い
た
關
東
取
締
が
幽
學
を
彈
壓
す
る
態
度
に
出
た
も
の
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
窟
.
し
か
し
こ
の
霪
が
誤
ま
り
で
あ
る
こ
と
は
・
中
井
信
彦
『
大
原
豐
』
が
習
か
に
し
た
通
り
で
あ
つ(窟
・
豐
の
活
動
に
疑
惑
を
も
っ
て
い
た
關
東
取
締
自
身
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
で
彈
壓
が
な
さ
れ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
關
東
取
締
に
祗
會
教
育
家
と
し
て
の
大
原
幽
學
一
一
五
一
一
六
よ
る
審
理
は
、
翌
五
二
集
轟
ご
百
か
ら
開
始
さ
れ
、
五
月
に
は
長
部
村
の
領
主
清
水
家
も
取
調
べ
に
乘
り
出
し
て
い
る
。
關
東
取
締
が
特
に
疑
惑
を
も
っ
た
の
は
、
の
幽
學
の
學
説
、
口
そ
の
身
許
、
日
彼
及
び
道
友
た
ち
の
行
動
、
特
に
耕
地
整
理
と
改
心
樓
建
立
で
　
　
　
あ
っ
た
。
O
に
關
し
て
は
、
彼
の
著
書
や
上
申
書
を
調
査
し
た
結
果
「教
導
の
筋
は
聊
も
御
疑
念
無
之
至
極
善
道
に
て
宜
敷
き
旨
」
の
裁
決
を
下
し
た
が
、
彼
の
身
許
に
つ
い
て
は
、
長
部
村
出
身
の
、
幕
府
御
小
人
目
付
高
松
彦
七
郎
な
る
も
の
が
、
幽
學
は
自
分
の
實
弟
で
あ
る
と
申
し
出
て
身
許
を
引
き
受
け
た
け
れ
ど
も
、
長
部
村
が
「浪
人
體
の
者
永
々
差
置
」
い
た
の
は
「
不
埓
」
だ
と
の
見
解
を
と
っ
た
。
ま
た
耕
地
整
理
は
「
田
畑
自
侭
に
手
入
致
し
筆
數
等
を
も
紛
し
」
た
も
の
で
あ
り
、
改
心
樓
の
建
築
は
贅
澤
で
あ
る
と
判
定
し
　
ア
　
た
。
先
租
株
組
合
の
問
題
は
こ
こ
で
は
ま
だ
表
面
に
出
て
い
な
い
が
、
事
件
の
移
管
を
受
け
た
勘
定
奉
行
所
の
審
理
に
際
し
て
は
、
こ
れ
が
頗
る
重
要
覗
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
勘
定
奉
行
所
の
取
調
べ
は
、
五
二
年
八
月
に
始
ま
っ
た
が
な
か
な
か
進
捗
せ
ず
、
五
七
年
(安
政
四
年
)
δ
月
、
よ
う
や
く
判
決
が
出
さ
れ
た
。
判
決
要
旨
は
左
の
通
り
で
あ
る
。
大
原
幽
學
儀
奇
怪
の
儀
申
觸
候
に
は
無
之
、
中
庸
を
愚
昧
の
も
の
共
へ
分
り
安
き
様
手
近
に
申
諭
し
…
…
都
て
百
姓
共
爲
筋
可
相
`
成
儀
教
示
致
し
候
儀
に
し
て
…
…
追
て
兄
高
松
彦
七
郎
よ
り
受
合
一
札
を
も
差
出
候
と
も
人
別
帳
に
も
不
加
…
…
教
導
所
を
改
心
樓
と
號
し
家
屋
等
を
も
追
々
取
揃
へ
、
且
は
農
民
不
似
合
の
儀
、
却
て
前
々
の
御
觸
の
趣
に
も
相
違
致
し
候
儀
の
處
、
夫
々
差
圖
致
し
　
　
　
…
…
道
友
先
租
株
抔
と
唱
候
議
定
取
極
、
追
々
田
畑
一
纒
に
致
候
次
第
取
極
候
始
末
、
不
埓
に
付
百
日
間
押
込
被
仰
候
。
人
別
帳
に
登
録
し
な
か
っ
た
こ
と
、
「
農
民
不
似
合
」
の
改
心
樓
を
建
て
た
こ
と
、
先
租
株
組
合
を
結
成
し
た
こ
と
が
罪
状
と
見
な
さ
れ
、
特
に
先
租
株
組
合
の
結
成
は
」
不
埓
」
・だ
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
先
租
株
組
合
の
解
散
、
改
心
樓
の
取
毀
し
が
別
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
幽
學
が
受
け
た
百
か
日
の
謹
愼
と
い
う
處
罰
は
決
し
て
重
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
彼
と
道
友
た
ち
と
が
こ
の
彈
壓
事
件
を
通
じ
て
蒙
っ
た
打
撃
は
深
刻
で
あ
っ
た
。
第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
經
濟
的
打
撃
で
あ
っ
て
、
五
年
半
を
こ
え
る
長
期
裁
判
は
、
莫
大
な
出
費
を
彼
ら
に
強
い
た
。
例
え
ば
裁
判
の
始
ま
っ
た
一
八
五
二
年
に
は
、
幽
學
の
ほ
か
延
べ
四
八
名
の
道
友
、
同
じ
く
二
五
名
の
差
添
人
が
、
關
東
取
締
、
清
水
家
役
所
、
勘
定
奉
行
所
へ
出
頭
し
て
い
る
が
、
そ
の
費
用
の
合
計
は
二
八
六
兩
に
達
し
た
。
長
部
村
の
先
詛
株
　
　
　
組
合
が
一
四
年
か
か
っ
て
蓄
積
し
た
總
資
産
を
こ
え
る
金
額
で
あ
る
。
翌
五
三
年
に
も
二
六
九
兩
の
費
用
を
要
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
　
む
　
費
用
は
、
資
力
の
あ
る
道
友
が
分
擔
す
る
計
書
で
あ
っ
た
が
、
む
ろ
ん
そ
れ
に
も
限
度
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
裁
判
の
た
め
江
戸
出
府
中
の
道
友
た
ち
は
、
極
力
經
費
の
切
り
詰
め
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
内
職
に
勵
み
、
裁
判
の
餘
暇
を
利
用
し
て
武
家
屋
敷
や
市
中
(
1
)
(
12
)
の
雑
役
、
土
工
な
ど
の
奉
公
に
出
、
幽
學
自
身
も
刀
劍
の
賣
買
を
行
な
っ
て
滞
在
費
の
一
助
に
し
よ
う
と
努
め
た
。
ま
た
遠
藤
良
左
ヱ
　
お
　
門
は
、
奉
公
あ
る
い
は
日
雇
稼
ぎ
に
よ
っ
て
裁
判
費
用
を
捻
出
す
る
べ
き
こ
と
を
村
民
に
呼
び
か
け
、
こ
れ
に
應
じ
て
、
長
部
村
民
だ
　
ぬ
　
け
で
な
く
、
道
友
た
ち
の
多
數
、
特
に
少
年
.
少
女
ま
で
も
が
年
季
奉
公
・
子
守
奉
公
に
出
、
そ
の
給
金
を
江
戸
に
送
金
し
た
。
道
友
た
ち
の
こ
う
し
た
血
の
に
じ
む
よ
う
な
努
力
に
よ
っ
て
、
莫
大
な
入
費
は
何
と
か
賄
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
幽
學
が
育
て
て
き
た
性
學
の
道
友
の
組
織
に
大
き
い
傷
跡
を
殘
し
た
。
裁
判
に
出
頭
す
る
た
め
働
き
手
を
奪
わ
れ
た
上
に
、
さ
ら
に
そ
の
費
用
を
稔
出
す
る
た
め
に
年
少
者
ま
で
を
も
奉
公
に
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
家
に
も
村
に
も
働
き
手
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
遠
藤
良
左
ヱ
門
は
「是
迄
長
部
村
は
暮
方
に
差
支
候
處
、
猶
又
此
度
之
大
入
用
相
懸
り
、
逹
も
債
之
時
節
と
極
有
之
　
め
　
候
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
「
潰
之
時
節
」
と
極
ま
っ
た
の
は
、
獨
り
長
部
村
だ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
訴
訟
費
用
を
稼
ぎ
出
す
た
め
に
道
友
た
ち
が
田
畑
を
捨
て
て
出
稼
ぎ
に
行
か
ね
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
農
民
の
生
活
と
地
位
の
安
定
を
目
標
に
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
幽
學
の
指
導
の
成
果
が
一
擧
に
く
つ
が
え
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
領
主
の
中
に
は
、
幕
府
の
彈
壓
を
機
肚
會
教
育
家
と
し
て
の
大
原
幽
學
一
一
七
=
八
會
に
逸
早
く
性
學
の
學
習
を
禁
止
し
た
も
の
も
あ
っ
た
し
、
幽
學
や
道
友
幹
部
が
久
し
く
江
戸
に
滞
留
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
　
お
　
と
も
、
道
友
の
指
導
を
困
難
に
し
た
。
こ
う
し
た
事
情
の
た
め
、
性
學
の
學
習
を
や
め
道
友
組
織
を
離
れ
る
者
が
續
出
し
た
。
幕
府
の
彈
壓
は
、
勘
定
奉
行
所
の
判
決
が
出
る
以
前
に
、
既
に
十
分
そ
の
効
果
を
収
あ
て
い
た
と
も
い
え
よ
う
。
幽
學
が
二
〇
年
近
く
心
血
を
装
蕋
會
警
の
妻
は
、
こ
う
し
て
空
し
く
瓦
解
し
た
.
天
五
六
年
(羅
)
高
松
彦
七
郎
の
同
族
・
彦
三
郎
の
妻
が
病
死
し
た
　
レ
　
時
、
幽
學
は
既
に
自
殺
の
決
意
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
、
そ
の
日
記
に
書
き
殘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
勘
定
奉
行
所
の
判
決
は
、
潰
滅
に
瀕
し
つ
つ
あ
っ
た
幽
學
の
農
村
指
導
に
、
い
わ
ば
最
後
の
止
め
を
刺
す
も
の
で
あ
っ
た
。
改
心
樓
の
取
り
毀
し
と
先
詛
株
組
合
の
解
散
は
、
彼
の
祗
會
教
育
活
動
の
最
後
の
據
り
所
を
奪
い
去
っ
た
。
む
ろ
ん
少
數
の
熱
心
な
道
友
は
、
最
後
ま
で
彼
の
周
圍
に
踏
み
止
ま
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
彼
の
指
導
が
農
民
大
衆
を
相
手
に
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
活
動
の
再
開
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
幽
學
自
身
が
、
一
八
五
七
年
当
時
既
に
六
一
才
の
老
齢
で
あ
り
、
さ
ら
に
病
床
に
臥
し
勝
ち
で
あ
っ
た
。
五
八
年
(安
政
五
年
)
二
月
、
謹
愼
の
刑
期
を
終
え
て
鬻
し
た
彼
を
待
っ
て
い
た
も
の
は
癒
し
讐
絶
望
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
同
年
三
月
七
日
夜
、
長
部
村
の
墓
地
に
お
い
て
割
腹
自
殺
を
と
げ
た
の
で
あ
る
。
自
殺
に
用
い
た
短
刀
に
は
「難
レ舎
者
義
也
」
の
五
文
字
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
幽
學
は
封
建
制
度
を
打
倒
す
る
意
志
は
も
と
よ
り
も
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、
幕
府
に
反
抗
す
る
意
圖
も
全
然
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
概
括
的
に
い
っ
て
、
彼
は
封
建
思
想
の
枠
組
み
の
中
で
思
考
し
行
動
し
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幕
府
の
彈
壓
を
受
け
自
殺
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
一
言
で
い
え
ば
、
彼
が
ど
こ
ま
で
も
農
民
の
立
場
に
立
ち
、
農
民
の
中
に
生
き
る
祉
會
教
育
家
と
し
て
の
立
場
を
貫
徹
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
農
民
の
立
場
は
、
常
に
封
建
支
配
者
の
立
場
と
相
容
れ
な
い
も
の
と
は
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
現
に
、
幽
學
が
そ
の
活
動
の
目
標
と
し
た
農
民
の
生
活
と
地
位
の
安
定
化
は
、
封
建
支
配
者
に
と
っ
て
も
ま
た
、
望
ま
し
い
事
柄
で
あ
つ
た
。
し
か
し
こ
の
目
標
を
、
封
建
支
配
者
の
好
む
よ
う
な
方
法
で
實
現
す
る
こ
と
は
、
當
時
の
深
ま
り
擴
が
り
行
く
幕
藩
體
制
の
矛
盾
の
中
で
は
困
難
で
あ
っ
た
。
前
述
の
如
く
、
農
民
の
地
位
の
保
全
を
目
ざ
す
先
租
株
組
合
が
、
封
建
的
土
地
制
度
を
否
定
す
る
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
幽
學
が
農
民
の
中
に
生
き
る
瓧
會
教
育
家
と
し
て
の
立
場
を
貫
こ
う
と
し
た
限
り
、
彈
壓
は
避
け
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
幽
學
と
そ
の
活
動
と
が
、
幕
府
の
彈
壓
の
犠
牲
に
な
っ
た
と
い
う
靦
點
か
ら
の
み
、
こ
の
「彈
壓
事
件
」
を
評
價
す
る
の
は
不
十
分
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
彼
は
自
ら
の
思
想
の
犠
牲
と
な
り
、
自
ら
の
思
想
と
活
動
に
殉
じ
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
彼
の
思
想
は
、
封
建
思
想
の
範
囲
を
大
き
く
越
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
單
に
そ
れ
に
止
ま
る
も
の
で
も
な
か
つ
た
。
も
し
彼
が
、
例
え
ば
心
學
者
の
如
く
、
封
建
思
想
の
枠
外
に
一
歩
も
踏
み
出
し
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
逆
に
、
例
え
ば
安
藤
昌
盆
の
如
く
、
封
建
思
想
の
批
判
と
克
服
と
に
徹
底
し
て
い
た
な
ら
ば
、
彼
の
生
き
方
は
ま
た
別
の
も
の
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
じ
少
な
く
と
も
一
八
三
八
年
以
後
の
彼
の
思
想
に
は
、
封
建
的
要
素
と
そ
れ
を
こ
え
る
も
の
と
が
、
微
妙
に
混
在
し
て
い
る
。
彼
の
思
想
に
お
け
る
こ
の
二
元
性
が
、
封
建
制
の
枠
内
で
農
民
が
豊
か
に
生
き
る
途
を
構
想
し
つ
つ
、
し
か
も
そ
の
枠
に
ぶ
つ
か
り
、
そ
の
枠
を
越
え
よ
う
と
し
て
か
え
っ
て
砕
け
散
る
と
い
う
結
果
に
終
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
幽
學
は
自
ら
の
思
想
の
犠
牲
と
な
っ
た
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
幽
學
の
思
想
に
關
し
て
は
論
ず
べ
き
多
く
の
問
題
が
あ
る
が
、
そ
の
特
色
に
つ
い
て
は
既
に
別
に
考
察
し
た
所
で
C
00
あ
り
、
祉
會
教
育
思
想
と
し
て
の
詳
細
な
吟
味
・
分
析
は
さ
ら
に
他
の
機
會
に
譲
り
た
い
。
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